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日本語教育研究科の将来構想の進捗状況

Ⅰ．２０１３年度報告

１．2012 年度からの目標の一つに掲げた、「グローバルエデュケーションセンターに設置した日本語教育

学副専攻」の充実と、それに基づく日本語教育研究センターとの連携の具体的方策として、「大学の世

界展開力強化事業―ASEAN 諸国等との大学間交流形成支援」の SEND （Student Exchange ‐ Nippon

Discovery）プログラムである、「「日本語教育学」総合学習プログラムを通じた重層的・循環的人材育成

事業」を実施しており、2014 年には、学術振興会への中間発表を予定している。2013 年度から、日本語

教育学を副専攻とする学部生に対して海外日本語教育実践（短期プログラム）の機会を提供してきたが、

2014 年度からは、半年間の長期プログラムも開始され、「日本語教育学」総合学習プログラムの共同構

築が結実しつつある。こうした試みが、日本語教育研究科への優秀な人材の確保とともに、入学定員の

十全な確保につながる結果となっている。さらに、2014 年度に本学が申請を予定している「スーパーグ

ローバル大学創生支援」における審査の観点として、留学支援体制や日本語教育の充実が重要な目標設

定の一つとして明記されているが、日本語教育研究科の将来構想は、こうした目標を達成する上で、重

要な大学貢献を果たすものだと判断できる。

２．2013年度の目標とした「①全学共通教育センター化した日本語教育研究センターとの連携の意味と

課題を探りつつ、②新たに開始した学内選抜入試および海外指定大学特別入試の定着と広報に力を注ぎ、

国内外の優秀な学生の確保をめざすための方略を推進する」という点について、①は、従来通り、日本

語教育研究科で展開する教員養成と日本語教育研究センターで展開されている日本語プログラムとを一

体化させ、様々な形態の教育実践を提供することが可能になっており、②については、特に学内選抜入

試を実質年４回行うなど、学生確保につなげる努力を継続的に行っている。

３．従来行ってきた「日本語教育研究科大学院生を中心としたアドバイザー養成と教育補助制度の導入

と留学生アドバイジング業務への展開」については、日本語センターやライティングセンターとの連携

により、さらに充実したものとなっている。

Ⅱ．２０１４年度計画

１．昨年度からの全学重要教務案件である、博士後期課程の指導体制・プロセスの明確化、それに伴う、

博士学位申請論文審査体制の厳格化を早急に運用する。また、本学の海外交流協定校への日本語講師派

遣の他、国際交流基金の海外の高等教育機関を中心とした施設への日本語教師インターン派遣プログラ

ムや日本語パートナーズ派事業などといった、日本語教育実践プログラムの機会を有効に活用し、修了

生のキャリアパスを可視化する出口保障プランを具体化していきたい。加えて、2014 年度は、「大学の世

界展開力強化事業」（通称 SEND プログラム）の中間報告年に当たるが、ASEAN 諸国等との大学間交流形成

支援に向け、確実な成果を上げるべく、引き続き努めるとともに、新たな日本語教育関連の研究教育事

業費補助金獲得に向け、リサーチしていく予定である。
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２．2014年度も引き続き、①日本語教育研究センターとの連携の意味と課題を探りつつ、日本語教員養

成と日本語プログラムとの充実を図る、②学内選抜入試および海外指定大学特別入試の定着と広報に力

を注ぐとともに、国内外の優秀な学生の確保を目指すための方略を検討、推進していくことを目指す。
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